
入学定員

120

必 選 教授 准教授 講師 助教

幼一種免 演習 1 池森隆虎

講義 1 小櫃智子

講義 1 大澤力

講義 1

演習 1 保坂遊 佐藤邦子

●単位数 5人

5人

認定を受けよ
うとする免許
状の種類

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

科目
区分

各科目に含めることが
必要な事項

単位数

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（幼・領域及び保育内容の指導法に関する科目）

認定を受けようと
する

学部・学科等
子ども学部 子ども支援学科

２．学　位 ３．学位又は学科の分野１．免許状取得に必要な最低修得単位数

領域及び保育内容の指導法に関する科目　16単位 学士（子ども学） 教育学・保育学関係

様式第２号（幼・領域及び保育内容の指導法）①

専任教員
備考

授業科目 授業
形態

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

健　康
子どもと健康

子どもと人間関係
人間関係

環　境
子どもと環境

言　葉
子どもと言葉

表　現
子どもと表現

●専任教員数（合計）・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を含む）

・教員の免許状取得のための選択科目 0単位 ●必要専任教員数

領域及び保育内容の指導法に関する
科目における複数の事項を合わせた内
容に係る科目

5単位



入学定員

120

必 選 教授 准教授 講師 助教

幼一種免 演習 1 加藤繁美

演習 2

演習 2

演習 2

演習 2

演習 2

●単位数 11単位 1人

0単位

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を含む） ●専任教員数（合計）

・教員の免許状取得のための選択科目

授業
形態

単位数

領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

保
育
内
容
の
指
導
法

（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む

。

）

保育内容総論

保育内容「健康」の指導法

保育内容「人間関係」の指導法

保育内容「環境」の指導法

保育内容「言葉」の指導法

保育内容「表現」の指導法

学士（子ども学） 教育学・保育学関係

備考
認定を受けよ
うとする免許
状の種類

施行規則に
定める

科目区分等

左記に対応する開設授業科目
専任教員

授業科目

様式第２号（幼・領域及び保育内容の指導法）②

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（幼・領域及び保育内容の指導法に関する科目）

認定を受けようと
する

学部・学科等
子ども学部 子ども支援学科

２．学　位 ３．学位又は学科の分野１．免許状取得に必要な最低修得単位数

　　領域及び保育内容の指導法に関する科目　16単位



入学定員 ３．学位又は学科の分野

120 教育学・保育学関係

必 選 教授 准教授 講師 助教

幼一種免 演習 2

演習 2

演習 2

演習 2

講義 2

講義 2

講義 2

●単位数 ・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を含む） 14単位

・教員の免許状取得のための選択科目 0単位

・他の科目区分の単位数のうち最低修得単位数を超えている単位数の合計 0単位

大学が独自に設定する科目　14単位 学士（子ども学）

左記に対応する開設授業科目
専任教員

備考
授業
形態

単位数

健康保育総論

授業科目

子どもの音楽Ⅰ

子どもの音楽Ⅱ

子どもの造形Ⅰ

子どもの造形Ⅱ

子ども学総論

子ども支援論

認定を受けよ
うとする免許
状の種類

免許法施行規則に
定める科目区分

大学が独自に
設定する科目

様式第２号（大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（幼・大学が独自に設定する科目）

認定を受けようとする
学部・学科等

子ども学部 子ども支援学科
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位



３．学位又は学科の分野

教育学・保育学関係

共通
開設

必 選 学校
種等

教授 准教授 講師 助教

幼一種免 講義 2

講義 2

　 講義 1

講義 2 水野雅之

特別の支援を必要とする幼
児、児童及び生徒に対する
理解

演習 1

講義 2 岩立京子

講義 2 野口隆子

演習 2

教育相談（カウンセリング
に関する基礎的な知識
を含む。）の理論及び方
法を含む

実習 4 (岩立京子)

実習 1 (岩立京子)

学校体験活動

教職実践演習 2 演習 2 (岩立京子) 千葉弘明

●単位数 ●専任教員数（教育の基礎的理解に関する科目等） 4人

●専任教員数（保育内容の指導法） 1人

●必要専任教員数 5人

施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目

科目
各科目に含めることが

必要な事項

10

教育概論

特別支援保育演習

教職基礎論（保育者論）

教育制度論

教育心理学

単
位
数

授業科目

教育の基礎的理解に関する科目等　21単位 学士（子ども学）

専任教員
備考

様式第２号（幼・教育の基礎的理解に関する科目等）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（幼・教育の基礎的理解に関する科目等）

認定を受けようとす
る学部・学科等

子ども学部 子ども支援学科
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

授業
形態

単位数

入学定員

120

認定を受けよ
うとする免許
状の種類

・教員の免許状取得のための選択科目 0単位

教育実習（幼）

教育実習指導（幼）

保育・教職実践演習

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を含む） 21単位

4幼児理解の理論及び方法

教
育
実
践
に
関
す
る
科
目

5

教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法

教育課程論

保育方法論

子どもの理解と援助
（教育相談を含む）

教育実習

教育の理念並びに教育に
関する歴史及び思想

教育課程の意義及び編成
の方法（カリキュラム・マネジ
メントを含む。）

道
徳

、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及

び
生
徒
指
導

、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

教育の方法及び技術（情報
機器及び教材の活用を含
む。）

教職の意義及び教員の役
割・職務内容（チーム学校
運営への対応を含む。）

教育に関する社会的、制度
的又は経営的事項（学校と
地域との連携及び学校安
全への対応を含む。）

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程



３．学位又は学科の分野

教育学・保育学関係

必 選 教授 准教授 講師 助教

講義 2 宮島祐 野澤純子

阿部崇

講義 2 （宮島祐） （野澤純子）

講義 2 （宮島祐） （野澤純子）

講義 2 （宮島祐） （阿部崇）

講義 2 （阿部崇）

講義 2 （阿部崇）

講義 2

講義 2 （宮島祐） （阿部崇）

講義 1 （阿部崇）

講義 1

講義 1 （宮島祐） （野澤純子）

講義 1 （宮島祐） （野澤純子）

講義 1

講義 1

講義 1 （宮島祐） （野澤純子）

（阿部崇）

実習 3 （宮島祐） （野澤純子） 事前事後指導1単位
含む

（阿部崇）

●単位数 26単位 3人

0単位 3人

・教員の免許状取得のための必修科目（選択必修科目の単位数を含む） ●専任教員数（合計）

・教員の免許状取得のための選択科目 ●必要専任教員数

知的障害児の心理・生理・病理

肢体不自由児の心理・生理・病理

病弱児の心理・生理・病理

知的障害児指導法

肢体不自由児指導法

病弱児指導法

視覚障害児教育論

知的障害児教育総論

肢体不自由児教育総論

病弱児教育総論

視覚障害児の心理・生理・病理

特支一種免
(知的障害者)
(肢体不自由者)
(病弱者)

2

特別支援教育実習
（事前事後指導を含む）心身に障害のある幼

児、児童又は生徒につ
いての教育実習

3

特別支援教育の基礎
理論に関する科目

特別支援教育領域に
関する科目

16

免許状に定められるこ
ととなる特別支援教育
領域以外の領域に関
する科目

5

聴覚障害児教育論

ＬＤ等教育総論

授業科目

特別支援教育概論

入学定員

120

単位数

左記に対応する開設授業科目

聴覚障害児の心理・生理・病理

　学士（子ども学）

専任教員
備考

様式第２号（特別支援教育に関する科目）

認定を受けようとする学部学科等の教育課程及び教員組織（特別支援教育に関する科目）

認定を受けようとする学部・
学科等

子ども学部 子ども支援学科
１．免許状取得に必要な最低修得単位数 ２．学　位

授業
形態

単位数免許法施行規則に
定める科目区分

認定を受けよう
とする免許状の

種類
（特別支援教育

領域）

特別支援教育に関する科目　26単位


